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環境経営の推進

環境経営の推進

基本的な考え方
NTT西日本グループは、社会全体の環境負荷低減に貢献する企業をめざし、ICTを利活用した環境負荷低減や環境問題の
解決に取組み、地球規模での環境問題の解決に努めます。

環境負荷ゼロに向けて、NTTグループは2021年9月28日に新たな環境エネルギービジョン「NTT Green Innovation 
toward 2040」を発表しました。

NTTグループは、事業活動による環境負荷の削減と限界打破のイノベーション創出を通じて、環境負荷ゼロと経済成長の 
同時実現をめざしていきます。

	⿟NTT Green Innovation toward 2040

※	上記削減目標の対象
GHGプロトコル：�Scope1（自らの温室効果ガスの直接排出）、およびScope2（他社から供給された電気、熱・蒸気の使用に伴う間接排出）
モバイル：NTTドコモグループ 15社 （2021年9月28日現在）

※	NTTグループのSBT目標（Scope1,2）：1.5℃水準へ引上げ

	⿟NTTグループ温室効果ガス排出量の削減イメージ

 NTTグループの環境エネルギービジョン
https://group.ntt/jp/environment/management/vision/

NTTグループの新たな環境エネルギービジョン「NTT Green Innovation toward 2040」
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トップメッセージ
NTT西日本グループの 

サステナビリティマネジメント 特集
「自然（地球）」との共生

「文化（集団・社会～国）」
の共栄

「Well-being（幸せ）」の
最大化

NTT西日本グループは、「NTT西日本グループ環境
宣言」をまとめました。この宣言の核となるのは、「人
と地球が調和する未来　私たちは事業を通じて環境課
題の解決へ」というテーマです。ステークホルダーの
皆さまとともに創っていく地球環境の未来像と、私た
ちが地球環境をはじめとする中長期的課題の解決に向
け、事業活動を通じて貢献してゆく決意を描きました。

人と地球が調和する未来について、私たちはめざす
べき三つの姿を描きました。それが「社会が脱炭素化
している未来へ」「自然と共生している未来へ」「資源が
循環している未来へ」です。NTT西日本グループは、
この3つの未来の姿の実現に向け、ICTサービスやソ
リューションの提供等により、環境貢献の最先端をめ
ざしてさまざまな取組みに注力します。

NTT西日本グループ環境宣言※

NTT西日本グループ環境目標※

顕在化するさまざまな環境課題、お客さまやサプライチェーン、地域の皆さまから、NTT西日本グループに求め
られるであろう重点課題の絞り込みを行いました。その結果、社会全体の重要な環境課題のうち、社会からNTT西
日本グループに事業活動上で対応が求められている特に重要な環境課題として「気候変動」「資源循環」「生物多様性」
が特定されました。

NTT西日本グループは、環境宣言で掲げた「社会が脱炭素化している未来へ」「自然と共生している未来へ」「資源
が循環している未来へ」の実現に向けた道しるべとして、3つの環境課題への対応を「環境目標※」として設定しま
した。

◦�2040年度までに、NTT西日本グループ全体でカーボンニュートラルの実現をめざします。また、サプライチェーン全体の温室効果ガス排
出削減に向けた取組みを推進します。

◦�ICTにより地球環境の負荷低減に貢献するために、環境にやさしいICTソリューションの開発と提供を推進します。
◦�気候変動への適応に貢献するため、あらゆる活動を通じた取組みを積極的に推進します。また、ステークホルダーの皆さまとも協働して
いきます。

社会が脱炭素化している未来へ

◦�NTT西日本グループが排出する廃棄物の最終処分率について、2030年度までにゼロエミッション※を達成します。
※	�NTTグループでは、最終処分率1%以下をゼロエミッションとして定義しています。

資源が循環している未来へ

◦�生物多様性を保全するため、あらゆる活動を通じた取組みを積極的に推進します。
また、ステークホルダーの皆さまとも協働していきます。

自然と共生している未来へ

社会が脱炭素化している未来へ
世界がめざす温室効果ガスの大幅削減と、

気候変動への適応に貢献します。

自然と共生している未来へ
生物多様性の保全に貢献します。

資源が循環している未来へ
資源の有効利用に貢献します。

◦ NTT西日本グループ環境宣言

※� �「NTT西日本グループ環境宣言」と「NTT西日本グループ環境目標」については、NTTグループの新たな環境エネルギービジョン「NTT Green Innovation 
toward 2040」の策定内容に応じて見直しを予定しています。

NTT西日本グループ環境宣言／環境目標
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「自然（地球）」との共生

環境経営の推進

NTT西日本グループでは、「環境保護活動を推進することは社会とともにある企業の社会的責任」という考えの下、「NTT
西日本グループ地球環境憲章」を制定し、地球環境の保全に努めています。この憲章に従い、さまざまな環境貢献指標の管理
方法をISO14001を参考に「実行管理プログラム」として編成し、数値による実行度の管理を行っています。また、各組織
における環境法規制の遵守状態、実行管理プログラムの実施状況等、環境保全対象の定着度を各組織が自ら検証することを目
的として、環境セルフチェックを年1回実施しています。なお、この環境セルフチェックを客観的な見地から実施するため、
主管部による環境監査を実施しています。

※1	NTTグループの環境方針・課題別施策の決定・管理・マネジメントレビューを実施しています。
※2	�NTT西日本グループのCSR・SDGs、ダイバーシティ＆インクルージョン、環境経営等のESGに関わる基本方針策定、活動の推進、全社横断的課題等を検討し、経営レベル

の意識の統一を図っています。
※3	�NTT西日本グループの環境保護推進における基本方針の審議、施策立案、各種取組みの進捗共有を実施しています。
※4	�NTTグループ各社とも連携しながら、グリーンNTT西日本推進ワーキンググループの事務局として、NTT西日本グループの環境における方針、施策の検討、およびNTT

西日本グループ各社への展開、進捗の共有を実施しています。

グリーンガイドラインの運用
電気通信サービスを提供するにあたり、数多くの電気通信設備およびそれらを収容するための多くの建物を保有していま

す。さらには、電気通信設備の構築には数多くの資材を社外から調達し、建物の建設・保有・運用・廃棄、そして研究開発等
の事業活動に伴って地球環境に負荷をかけることが考えられます。

そこで、これらの環境負荷を低減するためにNTTグループでは「グリーンガイドライン」類を定めています。グリーンガ
イドラインとして、電気通信設備に関する「グリーン調達ガイドライン」、建物の計画・設計・運用管理・廃棄に関する「建
物グリーン設計ガイドライン」、社内で使用するルーター・サーバー等のICT装置の開発・調達に関する「NTTグループ省エ
ネ性能ガイドライン」、研究開発に関する「グリーンR&Dガイドライン」を制定し、サービス提供に伴い発生する 環境負荷
の低減を推進しています。

社長（経営会議） 持株会社・グループ会社

ESG推進委員会※2 サステナビリティ委員会

環境保護推進WG※3 地球環境保護推進委員会※1

課題別サブWG 課題別委員会※1

ESG推進室 環境経営推進担当※4

本社各部室 環境保護責任者 環境保護推進担当

支店
環境保護責任者
環境保護推進担当

グループ各社
環境保護責任者
環境保護推進担当

連携

環境マネジメント推進体制

	⿟環境マネジメント推進体制図
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72.4万t-CO₂e
電力起因	 70.3万t-CO₂e	 車両起因	0.91万t-CO₂e
ガス・燃料起因	 0.84万t-CO₂e	 その他	 0.37万t-CO₂e

GHG 総排出量

下水	 53.6万m³
水

19.6万t
オフィス廃棄物	 0.8万t
撤去通信設備	 4.9万t

建築廃棄物　8.5万t
土木廃棄物　5.5万t

廃棄物量

19.4万t
リサイクル量

0.2万t
最終処分量

購入電力量	 17.1億kWh
再生可能エネルギー	 0.5億kWh
コージェネレーションシステム発電量	 0.02億kWh
クリーンエネルギーシステム発電量	 0.02億kWh

電力使用量
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西日本全域で事業を展開するNTT西日本グループは、事業規模も大きく、それだけに相当の環境負荷を与えています。
そのうえで、マテリアルフローを定期的かつ定量的に把握し振り返ることで、継続的な環境負荷の低減に役立てています。

環境法令の遵守状況
環境関連法の規制を遵守するため、各組織における自己チェック（環境セルフチェック）による環境監査を実施し、地球環

境に配慮した事業活動を推進しました。2020年度の監査結果では、環境関連法違反による行政処分・罰金等の処分を受ける
事例はありませんでした。

環境教育
NTT西日本グループでは、社員一人ひとりが自ら、環境保護の意識を持ち、日々

の業務の中で環境負荷低減に向けた取組みが実施できるよう、右記のような各種社内
セミナー、研修を企画し、積極的な環境教育を実施しています。

建築材料
純正パルプ

エネルギー資源
プラスチック材料
金属

	 10.0	万t
	 0.4	万t

	 4.2	万t-C
	 2.7	万t-C
	 3.1	万t

資源投入量
※

お客さま

運用
保守

設置

調達 3R

提供

利用

リデュース
リユース
リサイクル

ガス
灯油
軽油

重油
ガソリン
上水

	327.4万m³
	 0	kℓ
	 1,171.6	kℓ

	 6.8	kℓ
	 2,672.4	kℓ
	 108.8	万m³

ガス・燃料・水

※

 環境会計関連データ
https://www.ntt-west.co.jp/csr/pdf/edata_2021.pdf

マテリアルフロー

◦	環境保護研修
◦	環境セルフチェックセミナー
◦	eco検定
◦	グループ社員向けホームページ

※	t-C:炭素換算の重量（トン）

	⿟マテリアルフロー（2020年度）
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